
第１４７０回島根県教育委員会会議録

日時 平成２３年１２月１３日

自 １３時３０分

至 １４時２５分

場所 教育委員室



Ⅰ 議題の件名及び審議の結果

－開 会－

－公 開－

（議決事項）

第18号 平成２４年度特別支援学校（高等部・専攻科）の入学定員について

（特別支援教育室）

以上原案のとおり議決

（報告事項）

第55号 平成２３年度１１月補正予算案の概要について（総務課）

第56号 平成２４年度島根県市町村立小・中学校管理職選考試験の結果に

ついて（義務教育課）

第57号 島根県青少年芸術文化表彰（知事表彰）について（社会教育課）

第58号 島根県児童生徒学芸顕彰（教育長表彰）について（社会教育課）

第59号 平成２３年度島根県優良公民館及び公民館職員表彰について

（社会教育課）

第60号 「佐陀神能」のユネスコ無形文化遺産代表一覧表への記載決定に

ついて（文化財課）

第61号 「八幡宮」(津和野町鷲原)の重要文化財指定の決定について

（文化財課）

以上原案のとおり了承

－非公開－

（協議事項）

第４号 島根県文化財保護審議会委員の任命について（文化財課）

以上原案に基づき協議



Ⅱ 出席及び欠席委員

１ 出席委員【全員全議題出席】

北島委員長 安藤委員 山本委員 土田委員 仲佐委員 今井教育長

２ 欠席委員

なし

３ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１７条第２項の規定に基づく

出席者

今井教育長

４ 島根県教育委員会会議規則第１４条の規定に基づく出席者

花田教育監 全議題

金築教育次長 全議題

米山教育次長 公開議題

三島教育センター所長 公開議題

大矢総務課長 全議題

植田総務課上席調整監 公開議題

林総務課調整監 公開議題

黒﨑教育施設課長 公開議題

小林高校教育課長 公開議題

長野県立学校改革推進室長 公開議題

助川特別支援教育室長 公開議題

矢野義務教育課長 公開議題

清井生徒指導推進室長 公開議題

細田保健体育課長 公開議題

菅原健康づくり推進室長 公開議題

野津社会教育課長 公開議題

奥井人権同和教育課長 公開議題

松本文化財課長 公開議題、協議第４号

若槻世界遺産室長 公開議題

西尾古代文化センター長 公開議題

高橋福利課長 公開議題

飯塚教育センター教育企画部長 公開議題

５ 島根県教育委員会会議規則の規定に基づく書記

佐藤総務課課長代理 全議題

平野総務課人事法令ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 全議題

大島総務課主任 全議題



Ⅲ 審議、討論の内容

北島委員長：開会宣言 １３時３０分

公 開 議決事項 １件

承認事項 ０件

協議事項 ０件

報告事項 ７件

その他事項 ０件

非公開 議決事項 ０件

承認事項 ０件

協議事項 １件

報告事項 ０件

その他事項 ０件

署名委員 土田委員



（議決事項）

第18号 平成２４年度特別支援学校（高等部・専攻科）の入学定員について（特別支援教育室）

○助川特別支援教育室長 議決第１８号平成２４年度特別支援学校（高等部・専攻科）の入学定

員についてお諮りする。

特別支援学校の高等部及び高等部専攻科の定員は、県立学校の組織編制に関する規則で定めら

れており、この改正が必要となるため、議決いただくものである。

特別支援学校の高等部では、毎年１０月ごろに就学相談会を開いている。高等部に進学を希望

される方及び保護者との就学相談を行うもので、第一希望、第二希望を聞き、来年度４月に高等

部への進学希望する方の大体の数を把握することができる。

そこで、特別支援学校の高等部及びその専攻科では、希望された方が皆さん入れるぐらいの数

字で入学定員を設定している。概要を申し上げる。

まず、高等部本科だが、出雲養護学校、益田養護学校に肢体不自由教育部門の重複障害学級を

開設する。現在、肢体不自由の教育を行う特別支援学校は、松江市の松江清心養護学校及び江津

市の江津清和養護学校だが、出雲市、益田市にも新たに開設するものである。

それから、現在、高等部を置いている分教室は、安来高校の中にある松江養護学校の安来分教

室、邇摩高校の中にある出雲養護学校邇摩分教室であるが、安来分教室については、これまで３

学年とも１学級であったが、希望者数に応じて２学級としたいと思っている。

また、松江養護学校は安来分教室も含めて合計で７学級増、出雲養護学校は３学級増というよ

うに、松江、出雲の数が増えている。１２校合計で３６３名の入学定員としたい。

高等部の中には、盲学校の高等部本科の上にさらに教育を行う場所、あるいは松江ろう学校の

さらに上で教育を行う場所として、専攻科というのがある。こちらも進学の希望を踏まえ、２校

合計で７学級４１名の定員としたい。

さらに、訪問学級というものがある。これは子どもの自宅及び病院に先生を派遣する学級であ

るが、これについては、今、対象となる生徒数の把握を行っているところであり、対象生徒が決

まり次第、今回の数字に追加して規則改正を行いたい。

○北島委員長 普通高校と専門高校に上がってから、実は特別支援が必要だった子、そういう子

も増えてきていると話を聞いたことがあるが、そういう子どもたちに対する調査や意見の聞き取

りはなされているか。

○助川特別支援教育室長 高等部に上がる段階で、まず必ず進学相談を行うが、高等学校から転

校する場合については、個別に対応することにしており、一律の調査というものはしていない。

－－－原案のとおり議決

（報告事項）

第55号 平成２３年度１１月補正予算案の概要について（総務課）

○大矢総務課長 報告第５５号平成２３年度１１月補正予算案の概要についてご報告する。

教育委員会全体で、補正予算が１，４１４万９，０００円の増額となっている。全額が義務

教育課分である。

東日本大震災で被災し、県内に転入学した児童生徒について、現在のところ、小・中学校、高

校が４０名、幼稚園７名の、合計４７名と把握している。このうちには、福島県からの転入者２

６人を含んでいる。こうした子どもたちのうち、就学が困難となった子どもたちの支援について

は、６月補正予算においても国の一時補正予算で成立した交付金を活用し、高等学校奨学金事業

等支援臨時特例基金に１，６００万円を積み立てて、今年度末までの就学支援を行っている。

この１１月補正予算では、国の３次補正で支援期間が２６年まで３年間延長されることになっ



たため、特例基金をさらに積み増しして、被災児童生徒への支援を継続的に実施しようとするも

のである。

なお、小・中学校の児童生徒や幼稚園児、それから特別支援学校の幼児・児童生徒への就学奨

励のほかに、高等学校の生徒への奨学金、あるいは私立学校等の生徒の授業料減免と、そうした

ことの経費を一括義務教育課で予算計上している。それが１，４１４万９，０００円の内容であ

る。

○土田委員 小・中、高校で４０名とのことだが、その内訳を教えていただきたい。

○大矢総務課長 現在、４７名でうち幼稚園が７、小学校が２８、中学校が１０、高校生が２と

なっている。ただし、これがすべて就学支援を受けているかというと、経済的な理由で就学が困

難になった方のみが対象となるので、実際の支援を受けているのは、幼稚園は１、小学校２０、

中学校１０、高校生２である。

－－－原案のとおり了承

第56号 平成２４年度島根県市町村立小・中学校管理職選考試験の結果について（義務教育課）

○矢野義務教育課長 報告第５６号平成２４年度島根県市町村立小・中学校管理職選考試験の結

果についてご報告する。

管理職の選考試験は、第１次試験を８月２２日に実施し、２次試験を面接中心に１０月２７

日から１１月１５日の間で分けて実施した。

校長は、受験者数が１６５名で、１次試験合格が４２名、名簿登載は１８名となっている。教

頭は２２２名の受験者で、１次試験合格者が７０名、名簿登載者数は３０名である。

近年、教頭の受験者数がかなり少なくなっており、課題ととらえている。受験者の年齢も、校

長の平均年齢が５２．１歳で、１０年前に比べ２歳ほど上がっている。教頭の受験者の平均年齢

が４７．７歳で、これは１０年前と比べ３．５歳上昇しており、教員の年齢構成が若干高くなっ

てきていることも影響しているが、４０歳から教頭は受けられるわけで、そういったところの受

験者が少し減ってきているところがある。

新規名簿登載者は、特に教頭で昨年の半分ぐらいになっている。２２、２３年度は主幹教諭配

置のために少し多目に登載しており、人数がある程度確保できてきたので、今回は３０名という

ことにした。

○土田委員 今年度、特に例年に比べて名簿の登載者の数が非常に低くなってきている理由は何

か。

○矢野義務教育課長 今年度末退職の校長は２５名である。昨年が４０名、一昨年が４５名、そ

の前が５５名だった。今年度末は例年に比べて退職が少く、このことが影響している。

もう一つは、名簿登載者の年度中途の人事も考慮して登載残を決めているが、２２、２３年度

にその数を増やしたので、名簿登載が少し多目となっていたことも影響していると思う。

○山本委員 教頭の２人配置はクラス数か何かが基準となっているか。

○矢野義務教育課長 教頭の複数配置は義務の標準法で決まっており、小学校２７学級、中学校

２４学級である。

○山本委員 その基準であれば島根県内にはあまりないのか。

○矢野義務教育課長 小学校３校と中学校２校である。

○山本委員 そうすると、教頭と主幹教諭の２人配置はあるか。

○矢野義務教育課長 それはやっている。主幹教諭は１２学級以上で必要なところに配置するこ

とにしており、本年度は２６名配置している。来年度も増やす予定である。主幹教諭を配置した

ところには非常勤講師を充てて、主幹教諭の負担を軽減し管理職との連携が図れるようにしてい

る。



－－－原案のとおり了承

第57号 島根県青少年芸術文化表彰（知事表彰）について（社会教育課）

第58号 島根県児童生徒学芸顕彰（教育長表彰）について（社会教育課）

第59号 平成２３年度島根県優良公民館及び公民館職員表彰について（社会教育課）

○野津社会教育課長 報告第５７号島根県青少年芸術文化表彰（知事表彰）について、報告第

５８号島根県児童生徒学芸顕彰（教育長表彰）について、報告第５９号平成２３年度島根県優良

公民館及び公民館職員表彰について一括してご報告する。

島根青少年芸術文化表彰（知事表彰）は、全国大会の最優秀またはそれに次ぐ賞を受賞した

ものが対象である。今年度は、斐川西中、島大附属中が合唱で、北陵高校が吹奏楽で対象となっ

ている。表彰については、今月２１日に知事室で行う。

続いて島根県児童生徒学芸顕彰（教育長表彰）は、全国大会入賞が対象で、１５校を表彰する。

この表彰については、１９日に教育長室で行う。

３つ目が、島根県優良公民館及び公民館職員表彰（教育長表彰）である。

公民館については、年２９０日以上開館していること、あるいは館長または主事、職員を置い

ていることが条件。この中で特に優良な活動をしていると思われるところについて推薦を受け、

今年度は八束公民館、伊波野公民館、井原公民館を表彰する。

公民館職員表彰については、５年以上の勤務をした者で、特に優秀と認められる者を今年度１

１名表彰する。

表彰式は、公民館の研究集会が年明けに東部、西部でそれぞれあるので、その開会式に合わせ

て行う。

－－－報告第５７号原案のとおり了承

－－－報告第５８号原案のとおり了承

－－－報告第５９号原案のとおり了承

第60号 「佐陀神能」のユネスコ無形文化遺産代表一覧表への記載決定について（文化財課）

第61号 「八幡宮」(津和野町鷲原)の重要文化財指定の決定について（文化財課）

○松本文化財課長 報告第６０号「佐陀神能」のユネスコ無形文化遺産代表一覧表への記載決定

について、報告第６１号「八幡宮」(津和野町鷲原)の重要文化財指定の決定について一括してご

報告する。

ユネスコ無形文化遺産代表一覧への記載について審議する政府間委員会が１１月にインドネシ

アのバリで開催され、１１月２７日に佐陀神能の記載が決議された。

この無形文化遺産は、石見銀山などの世界遺産とは違う枠組みである。石見銀山のような有形

文化遺産や、知床のような自然遺産は１９７２年に世界遺産条約が採択され、現在、世界で９３

６件登録されてるが、日本では法隆寺を初めとして１６件がこれまでに登録されている。これに

対して無形文化遺産は、２００３年のユネスコ第３２回総会で無形文化遺産の保護に関する条約

が採択され、締約国数は１３７カ国であるが、その中で世界的に文化の多様性を反映し、かつ人

類の創造性を証明することに貢献するものを記載するものである。締約国が提案をし、政府間委

員会の補助機関による検討がなされ、その後、最終的に政府間委員会で決定されるものである。

現在、この無形文化遺産に記載されているものは、国内では能楽や歌舞伎、石州半紙など２０

件である。世界では２３２件である。



佐陀神能は国の重要無形民俗文化財に昭和５１年に指定されており、区分、種別は民俗芸能の

神楽で、保持団体は佐陀神能保存会である。

松江市鹿島町の佐太神社の祭礼の一つ、９月２４日の夜の御座替神事において、当日から翌日

にかけて行われる神楽が佐陀神能である。

佐陀神能は、「七座」、「式三番」、「神能」の３部で構成されていることが大きな特徴。「七座」

は剣舞とか御座舞とかいった舞で、面をつけずに舞い、演目に応じて手には鈴や剣などの執物を

持つ。「式三番」は祝いの舞で、能の式三番の影響を受けて成立しただろうと言われている。「神

能」は１２番から成っており、古代の神話を題材にした神話劇で、面をつけて舞う。有名なのは、

おろち退治を主題とした「八重垣」や、佐太神社の神在祭の由緒を述べた「大社」である。

大きな特徴は、約４００年近い伝統のある神楽であるということ、３部構成の形式が島根県東

部の出雲部の神楽にいろいろな影響を与えてるということである。「式三番」、「神能」は、記録

によると、佐太神社の神職が慶長年間、１５９６年から１６１５年ごろだが、京都で能を学んで

きて様式を取り入れ、それを整理したと伝えられている。演目や登場人物の役、囃子方の構成、

謡、そういったところに能の特徴がある。

保持者の皆さん、あるいはそれを支えた皆さんのたゆまぬ努力の結果こういった記載が遂げら

れたと思っており、また今後のますます御活躍を期待してるところである。また、本県の地域の

資源としても活用していければと思う。

続いて、報告第６１号の津和野町鷲原の八幡宮の重要文化財指定についてである。

１０月２１日に国の文化審議会において新たに重要文化財に指定するように文部科学大臣に答

申していた鷲原八幡宮が、１１月２９日付で官報告示され、正式に指定された。

名称は八幡宮で、通称は鷲原八幡宮と呼んでいるが、法人としての登録は八幡宮であるので、

指定名称も八幡宮となる。その本殿、拝殿、楼門の３棟が指定をされた。指定の主な理由は、中

世までさかのぼる建築年代が明らかな神社建築であること。本殿は吉見正頼によって永禄１１年

（１５６８年）に建立された三間社流造で、向唐破風造の向拝がつくものである。楼門は、正確

な年代がわからないが、山口の周辺にある楼門と非常に近い特徴を持っており、恐らくこれも中

世までさかのぼるものである。拝殿は、津和野藩主の亀井茲親によって正徳元年（１７１１年）

に建立されたもので、南側に潔斎橋を伴っている。

本殿、拝殿、楼門が一直線に並んでいること、拝殿と楼門の間に池が設けられていること、池

に橋がかかっている構成であるということが特徴である。楼門が山口と近い特徴を持っている地

方的特徴のある形式なのだが、山口のものと全く同じというわけではなく、楼門の翼廊に随神像

を祀るなど、さらに石見地域の特徴を持っており、地方的特色においても顕著なものを満たして

いることで指定をされたものである。

なお、この八幡宮社殿は県指定になっていたが、このたびの重要文化財指定決定により、同日

の１１月２９日付で解除になった。

－－－報告第６０号原案のとおり了承

－－－報告第６１号原案のとおり了承

北島委員長：非公開宣言

－非公開－

（協議事項）

第４号 島根県文化財保護審議会委員の任命について（文化財課）

－－－原案に基づき協議



北島委員長：閉会宣言 １４時２５分


